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考古学に興味を持っている私は取り分け古瓦に惹かれるものがあります。 

一般的に瓦が付く漢字は、瓦礫、瓦解・瓦全と云った余り役立たないものの代名詞のようで、良い意味には使

われていません。 

瓦はご案内のように今から１４００年以上も昔に仏教の伝来と共に日本に伝えられました。「日本書紀」によ

れば、崇峻元年（５８８年）百済国から仏舎利とともに派遣された寺工２名、鑪盤博士１名、画工１名と瓦博士

４名が渡来し、時の権勢者蘇我馬子が蘇我本宗家の氏寺として日本初の瓦葺寺院飛鳥寺（元興寺の前は法興寺が

地名で飛鳥寺と呼ばれた）が造営され推古４年（５９６年）同塔が完成されました。この時葺かれた瓦の文様は

素弁蓮華文とされ当時最先端の工業製品であります。この日本最初の瓦はその後、飛鳥寺が奈良の現在地（奈良

市奈良町）に移転したことにともない今は極楽堂の屋根に数千枚使用されており（元興寺縁起より）その後の時

代の瓦と組み合わされ素晴らしいコントラストを描き出し燦燦と輝いています。 

このように工業製品で１４００年以上も現役で活躍しているのは瓦だけであると思います。奈良に行く度に立ち

寄り眺めては、口では言い表せない感動を覚え満足しています。 

素晴らしきかな瓦。バンザイ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台・文化財サポーター会 

サポーター会通信 
サポーター会通信第１７号 発行日 令和７年１２月１日 

元興寺の瓦 

副会長 佐藤 陣一 

 

 

極楽堂 

瓦：「平城京を飾った瓦」 

（新泉社）より 
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＊仙台市文化財課ホームページ掲載記事（本多正明氏作成）を引用した。 

 

注 パソコン又はスマートホンで、「仙台市文化財サポーター養成講座」をグーグル検索します。 

     表示下方に「文化財サポーター会について」と表示されます。クリックすると「活動報告・サポータ

ー会通信」を読むことができます。 

     是非、確認をお願いします。 

まちづくり研究部会 

〇伊達家墓所がある大年寺山を訪問 

・日時   令和７年７月１１日(金) 

同  ２５日(金) 

１０時～１１時半 

・参加者  ２７名 

無尽灯廟、茂ケ崎城 

跡、仙庵・茂ケ崎庵 

、姥杉を訪問した。 

 

                                                                                                

                                                                      

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 
文化財保存・継承部会 

〇 仙台のダークな伝承を探る‐田子、大沢地区‐ 

 ・日時   令和７年６月２０日(金) １３時～１６時 

 ・参加者  １６名 

  ダークな伝承が残されている二か所、「人柱割石」と「金玉（きんぎょく）

神社」を訪問した。途中、関係はないものの「松森城跡」を訪問した。  

  金玉神社はもともと大沢大ヶ沢の丘陵にあり、座頭神様あるいは金玉塚

とも呼ばれていました。盲人を祀ることから、参拝者は杖を奉納していく

そうです。 

〇 仙台のダークな伝承を探る ‐広瀬川沿いに‐  

 ・日時   令和７年７月１８日(金)１３時半～１５時 

 ・参加者  １６名 

  賢淵、来迎寺、縛り不動明王、澱不動尊文永十年板碑を訪問した。 

  「化け蜘蛛」伝説のある賢渕。国道４８号線沿いの一角の木々に覆われ

た中に「妙法蜘蛛之霊」と刻まれた石碑がありました。 

部会活動報告    

 

金玉神社 

 

 

妙法蜘蛛之霊 

 

無尽灯廟 

 

 

 

 

仙庵・茂ケ崎庵 

 

 

茂ケ崎城跡 
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イベント・サポート 

史
跡
探
訪 

㈠ 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
林 

一
男 

 

三
神
峯 

私
は
史
跡
を
訪
ね
歩
く
の
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
。
史
跡
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
先
祖
が
築
城
に
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
と
の
話
を
聞
い
た
こ
と
で
し

た
。「
城
」、「
館
」、「
柵
」
と
言
わ
れ
る
場
所
は
全
国
に
無
数
に
あ
り
ま
す
。 

今
回
紹
介
し
た
い
の
は
、「
三
神
峯
遺
跡
」
で
す
。 

こ
の
遺
跡
は
仙
台
市
南
西
部
、
長
町
駅
か
ら
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
三
神

峯
公
園
内
に
あ
り
ま
す
。
南
東
に
羊
歯
状
に
三
神
峯
、
経
ヶ
峯
、
般
若
峰
と
丘

陵
が
続
い
て
い
ま
す
。
標
高
が
四
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
十
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
で

す
。
三
つ
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
三
神
峯
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

二
十
数
年
前
、
三
神
峯
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
近
所
の
床
屋
さ
ん
が
駐
車
場
を

整
備
し
た
時
、
普
段
見
か
け
な
い
も
の
が
出
土
し
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

あ
る
時
、
床
屋
さ
ん
か
ら
八
木
山
の
方
面
へ
の
帰
路
、
歩
道
の
改
修
工
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
工
事
関
係
者
が
大
声
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
お

墓
だ
」
と
い
う
の
で
、
私
も
興
味
が
わ
い
て
現
場
を
見
た
く
な
り
、
頼
み
込
ん

で
道
路
下
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

道
路
下
は
空
洞
で
縦
横
二
メ
ー
ト
ル
奥
行
き
二
メ
ー
ト
ル
、
表
面
に
「
丸
い

大
き
な
石
」
が
あ
り
周
囲
は
小
石
が
敷
い
て
あ
り
ま
し
た
。
私
も
こ
れ
は
「
お

墓
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
三
神
峯
公
園
周
辺
に

は
遺
跡
が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

鈎
取
で
造
園
業
を
営
む
社
長
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
も
あ
り
ま
す
。
鈎
取
に
は

昔
「
柵
」
が
あ
り
、
部
落
の
長
が
鍵
を
預
か
っ
て
い
た
の
で
「
鈎
取
」
の
地
名

が
付
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

近
く
に
は
多
賀
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
西
多
賀
で
す
が
、
東
多
賀
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。 

史
跡
が
沢
山
あ
り
興
味
が
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

（
つ
づ
く
） 

 

会員投稿 

仙台メディアテイク  

令和７年１１月５日(水)～９日(日) 

第８２回文化財展 

受付等の補助、体験プログラムの補助、展示解説 

 

八本松市民センター  

令和７年１１月２日(日) 

第２９回 うぶすなフェスティバル 

体験コーナー「拓本」支援 
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事務局だより                    伊勢 昭一 

☆文化財この１年(DVD)の貸し出しについて 

 仙台市文化財課で発行しています文化財普及啓発用ＤＶＤを事務局で保管しています。 

 ご興味のある方は事務局又は各部会にご連絡下さい。 

 ２０２０年(令和２年)から２０２４年(令和６年)の５年分があります。 

  年 表   題  所有数 

２０２０年 仙台文化“財宝”－文化財この１年―2020   １ 

２０２１年 ようこそ仙台“まいぶん”の世界へ 文化財この一年-2021-   １ 

２０２２年 みんなで学ぼう仙台の文化財～文化財この一年 2022～   ２ 

２０２３年 発見！これが今年の文化財２０２４～開け、歴史の扉～   １ 

２０２４年 わくわく！仙台市の文化財 文化財この一年～2023～   ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年会費納入のお願い  ゆうちょ銀行 記号：１８１８０  番号：５１４３４９１ 

編集後記  

＊小林一男さんから投稿があった。「史跡探訪」として次回も期待したい。個人の体験を聞くと、そ

ういえば、自分もそんな体験が・・・と思い出すのではないでしょうか。思い出を投稿しませんか？ 

＊文化財課ホームページは「宝の山」です。資料・動画・刊行物がスマホで簡単に確認できます。 

＊本多正明さんの協力に感謝します。                  （西條義男記） 


